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わ
れ
わ
れ
（
一
社
）
千
葉
県
警
備
業
協
会
会
員
は
、
各
種

警
備
業
務
を
通
じ
て
社
会
公
共
の
安
全
に
寄
与
す
る
と
い
う

確
固
た
る
基
本
理
念
の
も
と
、
安
全
産
業
の
中
核
業
界
と
し

て
、
警
備
業
が
果
た
す
社
会
的
役
割
を
的
確
に
遂
行
す
る
こ

と
を
責
務
と
す
る
。

　
県
民
が
肌
で
感
じ
る
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
に
は
、
警
備
業
務
を
通
じ
た
事
件
・
事
故
等
を
絶
対
に
惹

起
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
業
界
の
宿
命
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
組
織
を
上
げ
て
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
い
く
。

１
　 

わ
れ
わ
れ
は
、
協
会
の
基
本
理
念
を
堅
持
し
て
い
く
た

め
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。

２
　 

わ
れ
わ
れ
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
警
備
業
務
の
適

正
化
に
全
力
で
努
め
る
。

３
　 

わ
れ
わ
れ
は
、
率
先
垂
範
し
、
危
機
管
理
と
労
働
災
害

の
防
止
に
努
め
る
。

４
　 

わ
れ
わ
れ
は
、
適
正
な
労
務
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

警
備
員
の
健
康
管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

　
　
　
以
上
、
宣
言
す
る
。

　
　
　
２
０
２
２
年
11
月
11
日

　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な

い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
青
年
部
会
員
か
ら
は
「
安
全

は
す
べ
て
に
お
い
て
優
先
す
る
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、
警
備
員
の

悲
惨
な
労
働
災
害
を
１
件
で
も
減

ら
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら

開
催
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
聞
い

て
お
り
、
協
会
会
長
と
し
て
も
、

　
せ
っ
か
く
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
私
か
ら
千
葉
県
内

の
治
安
情
勢
に
つ
い
て
、
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
治
安
情
勢
の
目
安
と
な

る
千
葉
県
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数

で
す
が
、
暫
定
値
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
年
10
月
末
現
在
で
２
万
８

　
今
年
の
会
報
７
月
号
に
は
「
令

和
３
年
度
中
の
県
下
加
盟
会
社
に

お
け
る
労
働
災
害
事
故
の
発
生
状

況
」
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
と
同

様
に
、
①
12
月
以
降
、
年
度
末
に

向
け
て
事
故
が
増
加
し
て
い
る
②

午
前
中
に
通
勤
災
害
を
含
め
て
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
③
年
齢

別
で
は
業
務
災
害
・
通
勤
災
害
と

も
、
50
歳
代
以
上
の
方
で
半
数
以

上
を
占
め
て
い
る
④
業
務
災
害
の

事
故
原
因
で
最
も
多
い
の
が
「
転

倒
事
故
」で
あ
る

―
こ
と
な
ど
、

県
下
加
盟
会
社
に
お
け
る
労
災
事

故
の
特
徴
や
傾
向
が
見
て
取
れ
ま

し
た
。

　
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
ら
の
分
析

結
果
を
社
内
の
安
全
教
育
等
の
機

会
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
労
働

災
害
事
故
「
ゼ
ロ
」
へ
の
取
り
組

す
。

　
特
に
事
件
関
係
で
は
、
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

等
に
対
す
る
凶
器
等
を
使
用
し
た

強
盗
事
件
な
ど
、
重
要
凶
悪
事
件

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、交
通
事
故
に
関
し
て
は
、

薄
暮
時
間
帯
や
夜
間
帯
に
お
け
る

交
通
死
亡
事
故
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
ほ
か
、
飲
酒
運
転
に
よ
る

重
大
事
故
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
県
警
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

下
に
お
い
て
、
県
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
官
民
連

携
を
一
層
強
化
し
、
各
種
対
策
を

講
じ
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
生
活
安
全
産
業
の
中
核

を
な
す
警
備
業
界
の
皆
様
方
の
存

そ
の
思
い
を
高
く
評
価
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
本
日
は
、
論
文
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
各
部
門
に
お
い
て
受
賞
さ

れ
た
皆
様
方
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
素
晴
ら

し
い
作
品
で
あ
り
、
今
後
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
に
お
い
て
、
労
災
事
故

の
絶
無
を
期
す
る
た
め
、
率
先
垂

範
し
て
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

警
備
員
の
安
全
と
健

康
を
守
る
重
い
責
任

８
１
９
件
で
あ
り
、
前
年
同
期
比

２
０
９
件
減
少
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、オ
ー
ト
バ
イ
盗
、

自
動
車
盗
、
万
引
き
な
ど
の
犯
罪

が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
転

車
盗
、
「
電
話
de
詐
欺
」
が
増
加

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
電
話
de
詐
欺
」被
害

件
数
金
額
と
も
増
加

　
特
に
「
電
話
de
詐
欺
」
で
す
が
、

認
知
件
数
が
１
１
７
６
件
と
前
年

同
期
比
で
２
８
８
件
増
加
し
、
被

害
金
額
も
約
24
億
７
０
０
０
万
円

み
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
自
然
災
害
へ
の
備
え

に
も
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
、

警
備
配
備
場
所
に
お
け
る
二
次
災

害
に
も
、
最
大
限
の
注
意
を
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
我
々
経
営
者
や
幹
部
に
は
、
警

備
員
の
安
全
と
健
康
を
守
る
と
い

う
重
い
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
強
固
な
意
志
と
実
行
力
を
自

社
の
中
で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
青
年
部
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
ご
列
席
の
皆
様
方
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

在
は
大
き
く
、今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
11
月

１
日
の
「
警
備
の
日
」
に
伴
う
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
「
労
働
災
害
事

故
の
防
止
を
図
る
意
識
を
よ
り
高

め
る
こ
と
」
を
目
的
に
開
催
し
、

警
備
業
界
に
お
け
る
労
働
災
害
の

絶
無
を
期
す
る
、
極
め
て
重
要
な

大
会
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
安
全
産
業
を
担
う
警
備
業
界
に

と
っ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ

り
警
備
の
現
場
等
に
お
い
て
、
よ

り
安
全
に
安
心
し
て
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
と
な
り
、
警
備
業
界

が
果
た
さ
れ
る
役
割
の
重
要
性
や

職
業
と
し
て
の
魅
力
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
社
会
に
向
け
て
発
信
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
千
葉
県
内
に
お
け
る
事
故
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
令
和
４
年
10
月

17
日
の
午
後
10
時
40
分
ご
ろ
、
岐

阜
県
内
の
国
道
上
に
お
い
て
、
工

事
に
伴
う
交
通
誘
導
警
備
に
従
事

し
て
い
た
警
備
員
が
、
突
っ
込
ん

で
き
た
中
型
ト
ラ
ッ
ク
に
衝
突
さ

れ
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
発

生
。
さ
ら
に
は
、
東
京
都
内
で
も

10
月
26
日
に
、
建
築
現
場
で
警
備

員
が
ト
ラ
ッ
ク
に
ひ
か
れ
て
死
亡

す
る
事
故
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
交
通
誘

導
警
備
現
場
を
は
じ
め
と
し
て
、

現
場
で
は
常
に
事
故
に
遭
遇
す
る

リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
再
認
識
し
て
、
安
全
教
育
及

び
現
場
指
導
の
徹
底
を
期
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

と
、
前
年
同
期
比
で
約
３
億
２
６

０
０
万
円
増
加
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
交
通
事
故
発
生
状
況
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
年
10
月
末
現

在
、
千
葉
県
内
に
お
け
る
交
通
人

身
事
故
の
発
生
件
数
は
１
万
６
１

８
件
と
、
前
年
同
期
比
で
１
１
４

件
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
交
通
事
故
死
者
数
は
１
０

０
人
で
あ
り
、
前
年
同
期
比
で
６

人
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交
通

事
故
死
者
数
に
つ
い
て
は
、
暫
定

で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
４
位
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
も
残
り
２
か
月
を
切
り
、

こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
事
件
・
事
故
の
発
生
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

（一社）千葉県警備業協会「セイフティフォーラム２０２２in千葉」

警
備
員
の
労
災
事
故
ゼ
ロ
へ

「
警
備
の
日
」

も

周

知

総
勢
80
人
が
出
席

　
（
一
社
）
千
葉
県
警
備
業
協
会
（
加
藤
智
行
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
「
セ
イ
フ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
in
千
葉
」
が
11
日
、
千
葉

市
内
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
で
開
か
れ
、
総
勢
約
80
人
が
出

席
。
会
員
に
対
し
て
、
11
月
１
日
の
「
警
備
の
日
」
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
警
備
員
の
労
働
災
害
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
労
働
安
全
衛

生
大
会
と
し
て
、
青
年
部
会
員
が
主
体
と
な
り
企
画
・
運
営
し
た
も

の
で
、
今
年
で
７
回
目
を
数
え
た
。
来
賓
と
し
て
、
県
警
察
本
部
生

活
安
全
部
の
齋
藤
孝
之
・
風
俗
保
安
課
長
、
千
葉
市
消
防
局
警
防
部

の
鮫
島
秀
司
・
救
急
課
長
ら
が
祝
辞
。
さ
ら
に
特
別
講
演
で
は
、
千

葉
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全
課
の
磯
野
宗
徳
・
副
主
任
産
業
安

全
専
門
官
に
よ
る
「
警
備
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
」

と
、
㈱
オ
ー
ク
ス
ベ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
山
形
貴
枝
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
兼
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
身
体
機
能
の
強
化
に
よ
る
転

倒
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
話
を
聴
い
た
。

鮫島・千葉市消防
局救急課長が祝辞

磯野・千葉労働局産
業安全専門官が講演

山形・マネージャー
兼スーパーバイザー

【標語部門】優秀賞の八木氏 【ポスター部門】入選作品【ポスター部門】最優秀賞の
安達氏（左）と優秀賞の山本氏

【論文部門】最優秀賞の中島氏（中央）
を囲んで優秀賞の谷内氏（左）と八幡氏

心身ともに充実した生活を送れるように、
講演の中に運動指導を取り入れている

安
全
は
す
べ
て
に
お
い
て
優
先

（
一
社
）千
葉
県
警
備
業
協
会 

会
長 

加
藤
　
智
行

警
備
業
界
は
生
活
安
全
の
中
核

千
葉
県
警
察
本
部
風
俗
保
安
課
長 

齋
藤
　
孝
之

大会宣言

各部門表彰

論
文
部
門

【
最
優
秀
賞
】

　
○ 

労
災
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
（
中
島
久
美
子
・

㈱
日
警
保
安
）

【
優
秀
賞
】

　
○ 

労
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
（
谷
内
美
幸
・
㈱
日
警
保

安
）

　
○ 

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

と
悩
み
（
八
幡
英
樹
・
㈱
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ワ
ン
）

【
奨
励
賞
】

　
○ 

労
働
災
害
防
止
に
向
け
た
業
界
風
土
の
構
築
（
露

﨑
　
哲
・
綜
合
警
備
保
障
㈱
）

　
○ 

警
備
業
界
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
状
況
の
分
析

及
び
各
種
対
策
に
つ
い
て
（
小
林
裕
也
・
綜
合
警

備
保
障
㈱
）

　
○ 

労
働
災
害
と
発
展
（
泉
　
章
徳
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
千

葉
㈱
）

ポ
ス
タ
ー
部
門

【
最
優
秀
賞
】

　
○ 

指
差
呼
称
で
安
全
確
認
！
（
安
達
奈
緒
・
㈱
日
警

保
安
）

【
優
秀
賞
】

　
○ 

Ｈ
＆
Ｈ
（
山
本
秀
一
・
㈱
エ
ム
サ
ス
）

　
○ 

立
ち
止
ま
り
考
え
よ
う
　
身
の
回
り
の
危
険
（
鈴

木
　
毅
・
㈱
京
葉
商
事
）

【
奨
励
賞
】

　
○ 

「
指
差
呼
称
」
で
危
険
の
予
知
（
江
副
保
道
・
㈱

日
警
保
安
）

　
○ 

お
足
元
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
（
柳
原
杏
菜
・
㈱
エ

ム
サ
ス
）

　
○ 

健
康
診
断
で
早
期
発
見
を
（
小
西
香
澄
・
㈱
ニ
ッ

ケ
イ
・
ラ
イ
フ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）

標
語
部
門

【
最
優
秀
賞
】

　
○ 
慣
れ
と
油
断
が
命
取
り 

初
心
忘
れ
ず 

安
全
確
認

（
中
村
延
枝
・
㈱
日
警
保
安
）

【
優
秀
賞
】

　
○ 

あ
わ
て
ず 
焦
ら
ず 

一
呼
吸 

ゆ
と
り
の
心
で 

安

全
作
業
（
八
木
康
史
・
㈱
ス
ワ
ッ
ト
）

　
○ 

安
全
は 

一
人
ひ
と
り
が
責
任
者 

必
ず
守
ろ
う
基

本
と
手
順
（
内
藤
　
浩
・
㈱
ニ
ッ
ケ
イ
・
ラ
イ
フ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）

 
（
３
面
に
関
連
記
事
）


